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（写真6) は松本城乾小天守の 1階， （写真7) は松本城天守 l階のもので，いずれも太く力強




写真5 姫路城内部 写真6 松本城乾小天守内部




写真9 松本城大天守最上階 写真 10 姫路城 「ぬ」の門外観
写真 12 丸岡城天守



















写真13 丸岡城天守外観 写真 14 丸岡城石瓦
写真15 丸岡城天守内部 写真16 丸亀城天守
（写真17) は大手二の門の城外側の'I]'.兵となるが，（写真18) に見られるよう に，正面側の律
儀な意匠に対して城内側 （写真右側）の梁は太く大きな曲がった材を）1いている。 これは2階内
部も同様で， 天井を張らず小屋裏をむき出しにしたままの仕上げと なっている （写真19)。








































写真26 旧作田家住宅外観 写真27 旧作田家住宅梁組
写真28 大悲願寺庫裏梁組
おわりに
中恨末，近世初頭の城郭建築，ことに天守閣建築における内外の表現の異なる様態とそこに露
顕する建築技術に注目し，中世寺院の庫裏建築と近世民家との間に天守閣建築を関連付けてみ
た。しかしこれは目の粗いスケッチであって， さらに精杏しなければいけない点も多い。
その 1つは，織田信長の建てた安土城の内観は，ここに上げられた天守閣とは違って大変絢爛
豪華なものであって，ここに述べたような系譜にはそのままでは納まらない。これは残されたた
天守閣の長押の有無，天井の有無の違いとなって現れているように思う。その内装の系譜がどの
ような形で継承され，あるいは放棄されたのかということの考究であろう。
また，天守と御殿の問題も取り上げなければならない。ここで書いた論旨は，同じ城郭建築で
ありながら御殿建築には当てはまらない。御殿建築は他の伝統建築の表現の系列に属する。今の
ところ当てはまるのは民家，庫裏，城郭だけであるが，表現の問題としては他にも事例が見つけ
られそうである。たとえば神社本殿やその覆舎が該当するだろう。それを取り込む必要がある。
また，最近とみに進捗しつつある発掘資料の成果から，織田信長の安土城の新たなる位置づけ
や織豊系城郭と近世城郭との識別も始まっている。その建築史的な検討が要請されているが、い
ずれも今後の課題としたい。
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